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中部横断自動車道（長坂～八千穂）の中部横断自動車道（長坂 八千穂）の
計画段階評価の進め方について計画段階評価の進め方について



政策目標評価型事業評価の導入についての基本方針（案） 第１２回 道路分科会（2010年8月3日より）

公共事業の実施過程の透明性を一層向上させるため、事業の必要性等が検証可能となる

よう 評価の手法を改善するとともに、計画段階での事業評価を新たに導入

【政策目標評価型事業評価の一般的な流れ】１．政策目標評価型事業評価の導入

政策目標評価型事業評価として、以下の取り組

みを実施する

計画段階評価（新たに導入）

解決すべき課題の把握・原因分析

政策 標 確化

みを実施する。
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代替案の比較 評価

政策目標の明確化①事業の必要性や内容が検証可能となるよう

評価の手法を改善

道
府
県
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代替案の比較、評価 意見
評価の手法を改善

○事業目的となる解決すべき課題・背景の把握、

原因分析
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Ａ案 Ｂ案 Ｃ案

原因分析

○政策目標の明確化

市
等

対応方針の決定

○政策目標に応じて評価項目を設定し、代替案

を提示した上で、具体的データやコスト等から比較、 対応方針の決定を提示した上で、具体的デ タやコスト等から比較、

評価
都市計画や環境影響評価の手続

新規事業採択時評価 必要性の再検証、事業内容（詳細
チェック） Ｂ／Ｃ等の評価項目

②計画段階の事業評価を導入

都市計画や環境影響評価の手続

チェック）、Ｂ／Ｃ等の評価項目

必要性の再検証 スト縮減の可

○代替案の比較評価を行う計画段階における事

業評価を実施
再評価 必要性の再検証、コスト縮減の可

能性、Ｂ／Ｃ等の評価項目

業評価を実施

事後評価 効果等の検証
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計画段階評価の進め方と今回の審議事項

（H23 2 17
（H22.12.2）
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（聴取事項） （審議事項）

意見聴取

（聴取事項） （審議事項）（審議事項）
・地域の課題
・対象路線整

定（審議事項）
・対象路線整備
の複数案の設
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・課題
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えた第２回意
見聴取の実施
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聴取方法 方法

・沿線住民
・地元自治体 報

告・経済界等
・道路利用者等
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意見聴取の基本方針

【１回目】
○課題・目標・対策案の妥当性について意見を伺う○課題 目標 対策案の妥当性について意見を伺う。
意見聴取（１回目）の聴取内容
①周辺地域の課題について①周辺地域の課題について
・提示した課題が妥当かどうか
・提示した課題の他に考えられる周辺地域の重要な課題提示した課題の他に考えられる周辺地域の重要な課題

②課題を解決するための目標について
・提示した目標が妥当かどうか提 標 妥 う
・提示した目標の他に考えられる目標

③対策の比較案について
・提示した他に考えられる対策案

○意見聴取の対象者

対象範囲 対 象 者

沿線住
沿線市町村の住民 [人口約22万人、約8万5千世帯]

沿線住民
沿線市町村の住民 [人口約22万人、約8万5千世帯]

山梨県：北杜市、長野県：小諸市、佐久市、小海町、川上村、南牧村、南相木村、北相木村、佐久穂町

地 自治体
沿線の自治体 ［９市町村］

沿線
地域

地元自治体
沿線の自治体 ［９市町村］

山梨県：北杜市、長野県：小諸市、佐久市、小海町、川上村、南牧村、南相木村、北相木村、佐久穂町

物流面：各県トラック協会 ［約100件］

経済界等

物流面 各県トラック協会 ［約100件］

観光面：長野県・山梨県、観光協会、旅行会社、バス会社、観光・宿泊施設

経済面：農業関係、各種企業、商工会議所

生活面：病院、消防署

道路利用者等 高速道路利用者、観光客 等 [約２万部]

【２回目】

○１回目で聴取した意見を踏まえ 必要があれば修正を行い 再度 課題・目標・対策案を示した上で 対策案の○１回目で聴取した意見を踏まえ、必要があれば修正を行い、再度、課題 目標 対策案を示した上で、対策案の
評価について意見を伺う。

○意見聴取の対象者○意見聴取の対象者
第１回目と同じ。
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